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研究テーマ
１．サンゴ共⽣性微⽣物の機能解析
２．サンゴー褐⾍藻共⽣成⽴、⾮成⽴に関わる分⼦機構の解明

環境中の微⽣物や、共⽣性の微⽣物の機能解析を⾏っています。主にサンゴを⽤い
て、その共⽣褐⾍藻の機能解析を⾏ってきました。稚サンゴを使った飼育実験を実
施し、異なるタイプの褐⾍藻を共⽣させ、その共⽣関係の違いを明らかにすること
を試みています。また、サンゴのストレス応答と、共⽣褐⾍藻、共⽣性微⽣物の関
係を調べ、共⽣体としてのストレス耐性獲得の仕組みを明らかにする研究に取り組
んでいます。

,

現在までに、サンゴー褐⾍藻の共⽣成⽴や、⾮成⽴に関
わる遺伝⼦、サンゴと褐⾍藻のストレス応答に関わる遺
伝⼦、サンゴの⾻格形成に関わる遺伝⼦を多数同定して
きました。今後、これらの遺伝⼦から、さらにストレス
抵抗性に関するタンパク質に注⽬し、その機能とサンゴ
の環境適応能⼒との関係性を調べることを計画していま
す。また、サンゴや褐⾍藻のストレス抵抗性を⾼めるバ
クテリア群についても明らかにしてく予定です。

遺伝⼦発現解析により、ストレスに強い褐⾍藻特有の性質を明
らかにすることを試みています。

褐⾍藻が共⽣ ⾼温でサンゴが⽩化する過程
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研究に使っている⽣物（サンゴ）

次世代シーケンサーを使⽤した⼤規模遺伝⼦発現解析
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サンゴと褐⾍藻の共⽣関係を調べるため、
⽣まれたばかりのサンゴ（褐⾍藻を持たない）に培養した
褐⾍藻を共⽣させて、実験に使っています。

共⽣する褐⾍藻タイプに
より、ストレス耐性やサ
ンゴの成⻑速度が変わる
ことがわかってきました。

サンゴに褐⾍藻を共⽣させる実験・サンゴを⽩化させる実験

サンゴは⽯のように⾒
えますが、
イソギンチャクの仲間
で体内に褐⾍藻と呼ば
れる単細胞藻類を共⽣
させています。

様々なタイプの褐⾍藻をサンゴに共⽣させ、その共⽣していく過程を調べています。また、サンゴにストレスを与えて、⽩化していく過程
（褐⾍藻が抜け出ていく過程）も明らかにすることを⽬的としています。

共⽣性微⽣物や環境中の微⽣物

環境や、地域によって、
動植物に共⽣する微⽣物や環
境中の微⽣物群が異なること
がわかっています。
本研究室では、主にサンゴな
どの刺胞動物を扱い、共⽣す
る微⽣物群の同定、機能解析
を主に⾏っています。


